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・九重町における関係人口の定義は

・関係人口の具体的な数値や今後の推移は
どうなっているか

・関係人口を増やすための取組みやプロ
ジェクトは

・昨年の移住者の人数は

・KOKONOE HOMEの使用率と体験結果は

・移住後のフォローは。また、移住者から
どんな声があり、どう反映しているか

・毎年、東京・大阪・福岡などで移住相談
会にブースを出しているが、その結果は

・今後に向けて一番必要な対策は何だと考
えるか

・令和６年度、有機農業に関するセミナー
が何度か開催されたが、どんな反応、成果
があったか

・今後の計画と課題は

・昨年の交流について

・来年度の交流計画は。また、今後のビ
ジョンは

1

町長

モンゴルとの交流について

有機農業への取組みについて

教育長

矢野　春美

人口減少対策について 町長
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・町制７０周年記念式典でテーマとしてあ
げられた「幸せな地域づくり」に抱いてい
る理想像を伺う

・町民の「幸福度」を上げるための具体的
な取組みは

・町の魅力を幼いころから満喫できるよう
に、町内の子どもたちに大吊橋フリーパス
を配っては

・町の魅力を様々な方法で発信してくれる
町民に対して、大吊橋の「応援パス」な
ど、何か町内施設使用の特典を付与しては
どうか

・まず職員が町を知り、町を好きであるこ
とが重要だと考えるが、新人研修はどのよ
うな形で行っているか

・町内の業者や団体の活動に短期で参加す
る研修を組んではどうか

・人材不足を補うためにも、中途採用など
を積極的に考えられないか

・全国的に増加が問題となっている子ども
への虐待やヤングケアラー等について、町
内の状況はどうか

・どのような対策をとっているか

・中学入学時の保護者の経済的負担はかな
り大きい。町として負担軽減の取組みは

・２月の寒波時、町水道の節水呼びかけや
夜間断水があったが、水道の状況はどうで
あったか。

・今後も厳寒期の対策をしっかりと考えね
ばならないが、具体策はあるか。

・水道管の破損や漏水など、全国的にも大
きな問題となっている。大分県でも広域で
人工衛星によるチェックを行うよう要請し
てはどうか。

町長

増田　裕子2

町水道について

幸せな地域づくりについて 町長

役場職員について 町長

子どもを取り巻く環境につい
て

町長
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・現在の利用者登録の状況は

・一日平均の利用者数は

・どのような利用が多いか

・住民への周知徹底ができたか

・ふるさと納税の推移は

・どのような返礼品が好まれているか

・返礼として農業体験や温泉巡りチケッ
ト、キャンプ施設利用等を考えてみては

・組織機構改編が行われ、課名が変わり所
管グループも移行するが、どのような効果
があると考えているか

・住民への周知は

・住民の幸福度を高め、選ばれる町にする
とあるが、主な実施事業の中のどの部分に
重点を置き施策を進めるのか

・持続可能な行財政経営の推進として、こ
ども園の民営化への取組みとあるが、過去
何年も進んでいない現状がある。令和７年
度の推進計画は

・お出かけ保健室として、地区別に健康相
談会等を実施するとあるがどのような計画
か

・施政方針及び教育施策重点方針の中で、
令和７年度に小学校のあり方検討委員会を
設置するとあるが、構成員と検討内容の考
えは

・文化事業の充実として、日常的に文化を
実感できるまちづくりの推進とあるが、具
体的な考えは

教育施策について 教育長

施政方針について 町長

町長

町長

町長

野上　香代子

組織機構改編について

ふるさと納税について

ココバスについて
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過去１０年間の小学生の生徒数の推移はど
うなっているか

昨年度までの出生数の推移と、今後発生す
る複式学級の想定数は

パブコメを含めて、学校再編の住民への意
向調査はこれまで行っているか

人口減少は止まらないが、小学校の合併に
向けた生徒数の閾値があるか

過少・小規模校のメリット、デメリットは

過少・小規模校のデメリットを克服する方
策は

小学校全てを合併しても小規模校になると
仮定した場合、その時に６校存続させると
したら、考えられる目的は何があると考え
られるか

小中一貫校や義務教育学校等を保護者・生
徒の選択肢として示すことが可能か

コミュニティースクールとなった効果をど
こで広報しているのか

何故ここのえ学園の特徴的な活動をもっと
PRできないのか

昨年7月の県教委による地域別意見交換会
の成果は

教育長が目標とする学校像を改めて議会に
示すことができるか

教育長が示した理想の前提となる保護者・
子供たちの選択肢は現状維持か

教育委員会を郡市単位にすることが可能か

子育て世代の定住策は教育委員会の管轄外
であるが、連携ができているか

新たな子育て世代の定住策の計画を提示で
きるか

地域の公民館での子育て支援活動につい
て、現状を提示できるか

地域の教育力の発掘事業を事業化できない
か

4 岐部　俊哉

ここのえ学園の未来像について 教育長

子育て世代の定住策について 町長
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